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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期
第３四半期
累計期間

第52期
第３四半期
累計期間

第51期
第３四半期
会計期間

第52期
第３四半期
会計期間

第51期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 1,892,6381,535,564689,704 575,6642,307,387

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
32,108 △6,311 57,940 37,234 △29,423

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△213,131△16,527 51,674 25,273△273,177

持分法を適用した場合の投資利益

又は投資損失（△）（千円）
△1,821 △2,441 △2,128 △1,552 104

資本金（千円） － － 1,027,0261,027,0261,027,026

発行済株式総数（千株） － － 20,540 20,540 20,540

純資産額（千円） － － 887,821 834,302 816,331

総資産額（千円） － － 1,445,9581,355,0281,342,194

１株当たり純資産額（円） － － 43.37 40.77 39.89

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額(△）（円）

△10.41 △0.81 2.52 1.24 △13.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － －

自己資本比率（％） － － 61.4 61.6 60.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
66,905 32,243 － － △8,617

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
20,928 28,357 － － 65,671

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△30,407 △1,072 － － △30,736

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 318,112 346,934 289,717

従業員数（人） － － 133 110 126

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第51期第3四半期累計期間、第52期第3四半

期累計期間及び第51期は、1株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、第51期

第3四半期会計期間及び第52期第3四半期会計期間は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更

はありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 110　(4) 

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

EDINET提出書類

エフワン株式会社(E00586)

四半期報告書

 3/22



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間における生産実績は、次のとおりです。

区分
当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

オーダー製品（千円） 507,435 82.4

合計（千円） 507,435 82.4

 

　（注）１　金額は販売価額の平均単価によっております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第３四半期会計期間における商品仕入実績は、次のとおりです。

区分
当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

その他（千円） 35,971 86.8

合計（千円） 35,971 86.8

　

　（注）１　金額は仕入価額であります。

２　その他の主なものはシャツ、ネクタイ等であります。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当第３四半期会計期間におきましては、制服関係の受注が僅少ですので記載をしておりません。

(4）販売実績

　当第３四半期会計期間における販売実績は、次のとおりです。

区分
当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

オーダー製品（千円） 507,435 82.4

その他（千円） 68,228 92.0

合計（千円） 575,664 83.5

　

　（注）１　総販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。

２　その他の主なものはシャツ、ネクタイ等であります。

３　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

(1）経営成績の分析

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、一昨年来の世界的な金融危機の影響による景気低迷のもと、企業収

益や雇用情勢の悪化など、依然として厳しい状況下で推移いたしました。

　当オーダー小売業界におきましても、所得環境の悪化等からの消費マインドの冷え込み、デフレ基調が続くなど、依

然厳しい消費環境が続いております。

　このような状況のなか当社は、厳しい環境が当面継続すると認識し、製造コストの削減及び徹底した経費管理に努

め、収益性の改善に取り組んでまいりました。また、売上面では、新規企画商品として、「ニットジャケット」を展開す

るとともに、レディースオーダースーツの拡販に努めてまいりました。

　これらの経営施策により、粗利益率の改善及び経費削減は進んでおりますが、消費低迷による来店客数の減少等が大

きく影響し、当第３四半期会計期間の売上高は575百万円（前年同期比16.5％減）となりました。損益面につきまして

も、売上高の減少が大きく影響し、営業利益32百万円（前年同期比41.8％減）、経常利益37百万円（前年同期比35.7％

減）、四半期純利益25百万円（前年同期比51.1％減）となりました。　

　(2）財政状態の分析

（資産の部）

　当第３四半期会計期間末の総資産は、前期末に比べ12百万円増加し1,355百万円となりました。その主な要因は、現金

及び預金の増加などによるものであります。

（負債の部）　

　当第３四半期会計期間末の負債合計は、前期末に比べ５百万円減少し520百万円となりました。その主な要因は、長期

預り金の減少などによるものであります。

（純資産の部）

　当第３四半期会計期間末の純資産合計は、前期末に比べ17百万円増加し834百万円となりました。その主な要因は、そ

の他有価証券評価差額金の増加が四半期純損失の計上に伴う利益剰余金の減少を上回ったことによるものでありま

す。

　(3）キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物は、前年同四半期会計期間末と比べ28百万円増加し、346百万円とな

りました。当第３四半期会計期間のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、77百万円の増加（前第３四半期会計期間は

95百万円の増加）となりました。これは主に、税引前四半期純利益の計上及び仕入債務の増加によるものであります。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、19百万円の増加（前第３四半期会計期間は

17百万円の増加）となりました。これは主に、投資有価証券の取得及び売却による収支差額によるものであります。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、△０百万円の減少（前第３四半期会計期間

は△０百万円の減少）となりました。これは主に、リース債務の返済によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　特記すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 82,000,000

計 82,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,540,525 20,540,525
大阪証券取引所

市場第二部
単元株式数1,000株

計 20,540,525 20,540,525 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

　平成21年10月１日～平

成21年12月31日
－ 20,540 － 1,027,026 － －

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　76,000 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

20,301,000
20,301 －

単元未満株式 普通株式　163,525　 － －

発行済株式総数 20,540,525 － －

総株主の議決権 － 20,301 －

　

②【自己株式等】

 平成21年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エフワン株式会社
大阪市中央区博労町２－

６－８
76,000 － 76,000 0.37

計 － 76,000 － 76,000 0.37
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 58 57 64 63 118 90 72 63 60

最低（円） 55 53 53 51 56 57 57 56 56

　（注）　最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半

期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 346,934 289,717

受取手形及び売掛金 113,556 131,687

原材料 8,914 7,914

仕掛品 4,640 5,996

前払費用 19,191 19,406

未収入金 6,569 3,051

その他 11,951 28,020

貸倒引当金 △42,240 △40,640

流動資産合計 469,518 445,154

固定資産

有形固定資産 ※1
 14,766

※1
 15,487

無形固定資産 2,689 2,487

投資その他の資産

投資有価証券 489,778 476,541

関係会社株式 35,000 35,000

出資金 121 121

長期貸付金 36,162 39,668

破産更生債権等 49,442 52,702

敷金及び保証金 312,470 332,754

その他 13,638 13,936

貸倒引当金 △68,559 △71,659

投資その他の資産合計 868,054 879,065

固定資産合計 885,510 897,040

資産合計 1,355,028 1,342,194

負債の部

流動負債

買掛金 96,966 90,562

未払金 25,048 17,498

未払法人税等 12,174 16,063

未払費用 21,907 25,287

賞与引当金 － 6,500

その他 19,010 19,048

流動負債合計 175,106 174,960

固定負債

退職給付引当金 185,324 170,373

役員退職慰労引当金 20,160 18,510

長期預り金 135,996 158,390

その他 4,138 3,628

固定負債合計 345,620 350,902

負債合計 520,726 525,863
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,027,026 1,027,026

利益剰余金 △154,372 △137,844

自己株式 △7,318 △7,094

株主資本合計 865,335 882,087

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △31,032 △65,756

評価・換算差額等合計 △31,032 △65,756

純資産合計 834,302 816,331

負債純資産合計 1,355,028 1,342,194
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 1,892,638 1,535,564

売上原価 923,207 734,978

売上総利益 969,431 800,585

販売費及び一般管理費 ※1
 951,339

※1
 816,338

営業利益又は営業損失（△） 18,091 △15,752

営業外収益

受取利息 15,312 6,333

受取配当金 － 1,277

その他 2,327 4,716

営業外収益合計 17,640 12,327

営業外費用

支払利息 140 97

為替差損 3,480 2,311

その他 2 478

営業外費用合計 3,623 2,887

経常利益又は経常損失（△） 32,108 △6,311

特別利益

賞与引当金戻入額 － 6,500

貸倒引当金戻入額 12,281 1,500

特別利益合計 12,281 8,000

特別損失

投資有価証券売却損 － 7,634

投資有価証券評価損 158,308 －

過年度退職給付費用 74,693 －

店舗閉鎖損失 6,484 －

固定資産除却損 5,237 －

減損損失 2,217 －

特別損失合計 246,939 7,634

税引前四半期純損失（△） △202,549 △5,946

法人税、住民税及び事業税 10,581 10,581

法人税等合計 10,581 10,581

四半期純損失（△） △213,131 △16,527
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 689,704 575,664

売上原価 334,847 272,159

売上総利益 354,857 303,504

販売費及び一般管理費 ※1
 298,464

※1
 270,699

営業利益 56,392 32,805

営業外収益

受取利息 5,475 378

受取配当金 － 1,277

為替差益 － 709

保証金敷引収入 － 1,742

その他 838 834

営業外収益合計 6,313 4,942

営業外費用

支払利息 － 34

為替差損 4,765 －

雑支出 － 478

営業外費用合計 4,765 513

経常利益 57,940 37,234

特別利益

貸倒引当金戻入額 7,700 △800

特別利益合計 7,700 △800

特別損失

投資有価証券売却損 － 7,634

店舗閉鎖損失 6,196 －

固定資産除却損 4,241 －

特別損失合計 10,438 7,634

税引前四半期純利益 55,202 28,800

法人税、住民税及び事業税 3,527 3,527

法人税等合計 3,527 3,527

四半期純利益 51,674 25,273
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △202,549 △5,946

減価償却費 6,874 3,588

店舗閉鎖損失 6,484 －

固定資産除却損 5,237 －

減損損失 2,217 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,600 △1,500

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,500 △6,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 84,348 14,951

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,680 1,650

受取利息及び受取配当金 △15,312 △7,611

支払利息 140 97

投資有価証券売却損益（△は益） － 7,634

投資有価証券評価損益（△は益） 158,308 －

為替差損益（△は益） 3,480 2,311

売上債権の増減額（△は増加） 37,297 18,131

たな卸資産の増減額（△は増加） 352 355

その他の資産の増減額（△は増加） 9,773 2,452

仕入債務の増減額（△は減少） △11,202 6,403

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,174 7

その他の負債の増減額（△は減少） △4,438 △10,468

小計 60,416 25,557

利息及び配当金の受取額 20,665 20,892

利息の支払額 △94 △97

法人税等の支払額 △14,082 △14,109

営業活動によるキャッシュ・フロー 66,905 32,243

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,004 △290

無形固定資産の取得による支出 － △395

投資有価証券の取得による支出 △400,000 △119,911

投資有価証券の売却による収入 － 133,764

投資有価証券の償還による収入 400,000 －

長期前払費用の取得による支出 △1,000 －

敷金及び保証金の差入による支出 △2,950 －

敷金及び保証金の回収による収入 23,602 11,374

貸付けによる支出 △3,156 △2,857

貸付金の回収による収入 7,436 6,673

投資活動によるキャッシュ・フロー 20,928 28,357

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △30,000 －

リース債務の返済による支出 － △847

自己株式の取得による支出 △407 △224

財務活動によるキャッシュ・フロー △30,407 △1,072

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,480 △2,311

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 53,946 57,217

現金及び現金同等物の期首残高 264,166 289,717

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 318,112

※1
 346,934
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末における棚卸高の算定に関して、実地棚卸を省略し

第２四半期会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法によって

おります。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、当事業年度にかかる減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、55,965千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、52,868千円であ

ります。

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 48,700千円　

荷造運賃 25,379  

広告宣伝費　 25,569  

給料 393,439 

賞与引当金繰入額 16,538  

退職給付費用 17,115  

法定福利費 61,618  

賃借料 189,314 

減価償却費 6,874  

その他 166,789 

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 36,833千円　

荷造運賃 20,671  

広告宣伝費　 24,603  

給料 339,538 

退職給付費用 28,266  

法定福利費 48,466  

賃借料 168,072 

減価償却費 3,588  

その他 146,297 

  

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 16,148千円　

荷造運賃 8,390  

広告宣伝費　 8,480  

給料 129,564 

賞与引当金繰入額 650  

退職給付費用 5,705  

法定福利費 17,328  

賃借料 61,676  

減価償却費 2,008  

その他 48,512  

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

販売手数料 12,726千円　

荷造運賃 7,284  

広告宣伝費　 8,704  

給料 110,972 

退職給付費用 9,422  

法定福利費 16,717  

賃借料 56,276  

減価償却費 1,212  

その他 47,383  
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日） （平成21年12月31日）

現金及び預金勘定 318,112千円

現金及び現金同等物 318,112千円

　

現金及び預金勘定 346,934千円

現金及び現金同等物 346,934千円

　

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　20,540千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　77千株

 

（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）

その他有価証券の四半期貸借対照表計上額は、前事業年度末日に比べて著しい変動がありませんので記載して

おりません。

（デリバティブ取引関係）

当社は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

（持分法損益等）

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

持分法を適用した場合の投資損失（△）の金額

（千円）
△1,821 △2,441

 
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 35,000 35,000

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 33,178 32,663

持分法を適用した場合の投資損失（△）の金額

（千円）
△2,128 △1,552

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 40.77円 １株当たり純資産額 39.89円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 10.41円 １株当たり四半期純損失金額 0.81円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純損失（千円） 213,131 16,527

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 213,131 16,527

期中平均株式数（株） 20,471,690 20,464,466

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2.52円 １株当たり四半期純利益金額 1.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 51,674 25,273

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 51,674 25,273

期中平均株式数（株） 20,470,344 20,463,574

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

リース取引開始日が平成20年3月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取

引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は事業年度末に比べ

て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月６日

エフワン株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高木　　勇　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮内　　威　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエフワン株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第51期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、エフワン株式会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　

四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更（2）に記載の通り、会社は退職給付引当金の算定方法を簡

便法から原則法に変更している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月８日

エフワン株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮内　　威　  　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　　伸吾　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエフワン株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第52期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、エフワン株式会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３

四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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